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研究成果の概要（和文）：身体感覚と感情の関係を検討するためにそれぞれ基礎検討から行った。身体感覚に関
しては、触覚刺激の大小などに反応する脳波成分を特定し、これを国際誌に投稿し採択された。感情反応を反映
する脳波成分に関しては、複数の可能性のある成分を特定し、それぞれ国際学会で発表した。また同様の実験を
fMRIを用いて行い、そのデータを用いて脳波成分の位置同定を行った。また、これらを統合して身体認識と感情
反応に関わる実験を行った。この実験の一部である、身体認識の変化が起こる際の脳反応に関する知見は既に国
際誌に投稿されている。感情反応との関連に関する知見は現在結果をまとめ、国際誌への投稿を準備中である。

研究成果の概要（英文）：Firstly, we aimed to find some EEG components related to the body 
representation, tactile stimulation, and emotional responses. Regarding tactile stimulation, we have
 found the EEG component modulated by the stimulus intensity, which should be controlled in future 
study with emotional valance. Regarding emotional responses, we have demonstrated some EEG 
components were modulated by emotional status induced by visual stimulus with emotional valence. 
Additionally, we have conducted fMRI experiment for the identical design, and exploit the brain 
imaging data to EEG source analysis. Integrating these studies, we have conducted some experiments 
to investigate the relationship between EEG components related to emotion and body representation. 
These findings were introduced in some international conferences, and published in some 
international academic journals.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
自己を外部オブジェクトに投影する方法

として，ラバーバンドイリュージョンという
錯覚がある。これは自分の手に似せたラバー
バンドが触られているのを見ること（視覚）
と，自分の手が触られること（触覚）を同期
させることで，自分の手をラバーバンドに投
影することができることを示している。この
投影が起こると，投影されたラバーバンドに
起こる脅威（ナイフが刺さる等）を，まるで
自分の手に起こったかのように認識し，強い
感情反応を起こす。一方この現象は離人感や
無快感症と関連があるとされている。離人感
は「現実から切り離されたような感覚」とい
う精神疾患に見られる症状であるが，「感情
鈍麻」などの二次的な反応を引き起こす上，
健常者でも青年期にはその傾向が高まるこ
とが知られている。これらは，自分を外部オ
ブジェクトに投影するという心理過程が感
情反応の減退を併発する可能性があること
を示唆するが，その関連性は今まで検討され
てこなかった。 
 
２．研究の目的 
ヒトが仮想空間で活動を行うには自己を

仮想現実空間に投影する心理過程を要する。
一方これは現実世界における感情反応の減
退を引き起こす可能性があることが示唆さ
れている。しかしながら自己投影が感情を含
む高次認知へどのように影響するかは、これ
まで検討がなされていない。本研究によって，
仮想現実世界にヒトがどのように適応でき
るのかを研究するための基礎的な知見が得
られるであろう。 
 
３．研究の方法 
本研究では，人が自分の身体認知を外部の

オブジェクトに投影した際に，感情反応がど
のように変化するかを検討する。このために、
第一に感情及び身体認識に関連する脳波成
分を特定することを課題とする。 
これに基づいて，ヒトが頭のなかでリアリ

ティを構成する方法を，体性感覚における錯
覚とその際の脳反応を用いて検討する。第二
に，体性感覚の錯覚によって，自己の身体認
知を再構成する際，自己の感情反応も再構成
されるかを，脳活動の変化によって検討する。 
 
４．研究成果 
 身体感覚と感情の関係を検討するために
それぞれ基礎検討から行った。身体感覚に関
しては、触覚刺激の大小などに反応する脳波
成分を特定し、これを国際誌に投稿し採択さ
れた。感情反応を反映する脳波成分に関して
は、複数の可能性のある成分を特定し、それ
ぞれ国際学会で発表した。また同様の実験を
fMRI を用いて行い、そのデータを用いて脳波
成分の位置同定を行った。また、これらを統
合して身体認識と感情反応に関わる実験を
行った。この実験の一部である、身体認識の

変化が起こる際の脳反応に関する知見は既
に国際誌に投稿されている。感情反応との関
連に関する知見は現在結果をまとめ、国際誌
への投稿を準備中である。 
 より具体的には、身体錯覚の脳内機構に関
する研究論文が国際誌に 2本（５．主な発表
論文等〔雑誌論文〕１，４）、触感の基礎検
討に係る研究論文が国際誌に 1本（５．主な
発表論文等〔雑誌論文〕５）、個人差や感情
に関わる研究論文が国際誌に 2本（５．主な
発表論文等〔雑誌論文〕２，３）、合計５本
発表された。また感情反応に関する脳内反応
の抽出を検討したものに関しては、国際学会
で 3度の発表を行った（５．主な発表論文等
〔学会発表〕２，７，８）。さらに成果報告
及び将来的な検討の議論の場として、延長年
度にシンポジウムを国際心理学会内で行い、
大きな反響を得た（５．主な発表論文等〔学
会発表〕３）。さらに、これらから派生した
技術をまとめた書籍を教科書として出版す
ることで、日本国の心理学者たちの脳科学研
究領域において教育的な貢献も行った（５．
主な発表論文等〔図書１〕）。 
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